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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　顔料、
　顔料分散剤、
　重合性化合物、及び、
　フタロシアニンスルホン酸アンモニウム塩を含有し、
　前記顔料としてカーボンブラックを含有し、
　前記顔料分散剤として塩基性高分子分散剤を含有し、
　前記重合性化合物としてＮ－ビニルカプロラクタムをインク組成物全体の１５重量％以
上含有し、かつ、
　前記カーボンブラックのｐＨが２．０以上３．５以下であり、前記塩基性高分子分散剤
のアミン価が２５ｍｇＫＯＨ以上５０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下であることを特徴とする
　インクジェット記録用インク組成物。
【請求項２】
　前記塩基性高分子分散剤の含有量が、インク組成物中の顔料１００重量％に対して、２
０重量％以上５０重量％以下である、請求項１に記載のインクジェット記録用インク組成
物。
【請求項３】
　前記カーボンブラックの含有量がインク組成物全体の３重量％以上５重量％以下である
、請求項１又は２に記載のインクジェット記録用インク組成物。
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【請求項４】
　前記Ｎ－ビニルカプロラクタムをインク組成物全体の１５重量％以上８０重量％以下含
有する、請求項１～３のいずれか１項に記載のインクジェット記録用インク組成物。
【請求項５】
　前記Ｎ－ビニルカプロラクタムをインク組成物全体の１５重量％以上３０重量％以下含
有する、請求項１～４のいずれか１項に記載のインクジェット記録用インク組成物。
【請求項６】
　前記カーボンブラックのｐＨが２．０以上３．０以下である、請求項１～５のいずれか
１項に記載のインクジェット記録用インク組成物。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載のインクジェット記録用インク組成物を充填したイ
ンクパックであり、
　該インクパックがアルミ蒸着プラスチックパウチであることを特徴とする
　インクパック。
【請求項８】
　（ａ1）被記録媒体上に、請求項１～６のいずれか１項に記載のインクジェット記録用
インク組成物を吐出する工程、及び、
　（ｂ1）吐出されたインクジェット記録用インク組成物に活性放射線を照射して、前記
インクジェット記録用インク組成物を硬化する工程、を含むことを特徴とする
　インクジェット記録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェット記録用インク組成物、インクパック、及び、インクジェット
記録方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インク吐出口からインク組成物を液滴で吐出するインクジェット方式は、小型で安価で
あり、被記録媒体に非接触で画像形成が可能である等の理由から多くのプリンタに用いら
れている。これらインクジェット方式の中でも、圧電素子の変形を利用しインクを吐出さ
せるピエゾインクジェット方式、及び、熱エネルギーによるインク組成物の沸騰現象を利
用しインク組成物を液滴吐出する熱インクジェット方式は、高解像度、高速印字性に優れ
るという特徴を有する。
　最近では、家庭用又はオフィス用の写真印刷や文書印刷に留まらず、インクジェットプ
リンタを用いた商業用印刷機器や産業用印刷機器の開発が行われるようになってきた。特
に、ショーウィンドウ、駅通路、更に、ビルなどの壁に貼り付ける大判の広告の印刷に適
したワイドフォーマットインクジェットプリンタの需要が急速に伸びつつある。
　従来の家庭用又はオフィス用のインクジェットインクに対して、ワイドフォーマットイ
ンクジェットプリンタに使用されるインクには、プラスチックなどの非浸透性の記録媒体
にも密着性を有すること、折り曲げや切り出しなどの加工時に印刷物に割れや剥がれなど
の故障が発生しないことが強く要求される。また、印刷物が屋外に設置されることがある
ため、使用する顔料には耐候性に優れていることが要求される。更に、従来の写真印刷や
文書印刷に広く用いられている小型のインクジェットプリンタと比較して、ワイドフォー
マットインクジェットプリンタは、印刷時間が長いため、使用するインクには高い吐出信
頼性が要求される。そのため、インクの長期経時での粘度変化や粒径変化は、できるだけ
小さく保つ必要がある。
【０００３】
　最近では、上記のような要求に応じたワイドフォーマットインクジェットプリンタに用
いるインクジェットインクの技術としては、以下のような例が挙げられる。
　大判の広告などに広く用いられている基材であるポリ塩化ビニルに対する密着性の向上
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を目的として、特許文献１には、顔料、顔料分散剤及びエチレン性二重結合含有化合物か
らなる活性エネルギー線硬化型インクジェットインキにおいて、該エチレン性二重結合含
有化合物がポリ塩化ビニルを全く溶解しないか、ほとんど溶解しないポリ塩化ビニル不溶
解性化合物と、ポリ塩化ビニルを溶解するポリ塩化ビニル可溶性化合物からなり、ポリ塩
化ビニル不溶解性化合物に対してポリ塩化ビニル溶解性化合物を２０～７５重量％含有す
ることを特徴とするポリ塩化ビニルシート用活性エネルギー線硬化型インクジェットイン
キが開示され、特許文献２には、（Ａ）Ｎ－ビニルラクタム類、（Ｂ）ラジカル重合性化
合物、及び、（Ｃ）重合開始剤を含有するインク組成物であって、前記（Ａ）Ｎ－ビニル
ラクタム類をインク総重量の１０重量％以上含有し、かつ（Ａ）：（Ｂ）の重量含有比が
１：８．５～１：１であることを特徴とするインク組成物が開示されている。
【０００４】
　また、長期保存性においても顔料物性に変化がない優れた油性インクジェット用顔料分
散液を提供することを目的として、特許文献３には、顔料及び溶剤を含有する顔料分散液
であって、分散顔料の平均粒子径が３０～９０ｎｍであり、１５０ｎｍを超える粒子径が
体積分布で２０％未満であることを特徴とする油性インクジェット用顔料分散液が示され
ている。また、特許文献４には、酸価とアミン価の両方をもちかつ酸価がアミン価よりも
大きい分散剤を含有する活性光線硬化型インクジェットインクが示されている。
　更に、黒色インクには、印刷物が屋外に設置した場合でも耐色の少ない、すなわち耐候
性の優れた顔料として、カーボンブラックが広く用いられている。例えば、特許文献５に
は、吐出安定性、保存安定性に優れた紫外線硬化型インクジェット記録用インク組成物を
提供することを目的として、少なくともカーボンブラックと、光重合性化合物と、光重合
開始剤からなる紫外線硬化型インクジェット記録用インク組成物において、塩基性の吸着
基を有する高分子分散剤と、フタロシアニンスルフォン酸系化合物とを含有する事を特徴
とする紫外線硬化型インクジェット記録用インク組成物が示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－１６９４１９号公報
【特許文献２】特開２００８－１９４０８号公報
【特許文献３】特開２００７－２５４７００号公報
【特許文献４】国際公開２００６／０３８４５８号パンフレット
【特許文献５】特開２００４－２７２１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、保存安定性に優れるインクジェット記録用インク組成物、該インク組
成物を充填したインクパック、及び、該インク組成物を使用したインクジェット記録方法
を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的は、下記＜１＞、＜６＞又は＜７＞に記載の手段により達成された。好ましい
実施態様である＜２＞～＜５＞と共に以下に示す。
　＜１＞　顔料、顔料分散剤、重合性化合物、及び、フタロシアニンスルホン酸アンモニ
ウム塩を含有し、前記顔料としてカーボンブラックを含有し、前記顔料分散剤として塩基
性高分子分散剤を含有し、前記重合性化合物としてＮ－ビニルカプロラクタムをインク組
成物全体の１５重量％以上含有し、かつ、下記の（ｉ）又は（ii）を満たすことを特徴と
する、インクジェット記録用インク組成物、
　（ｉ）前記カーボンブラックのｐＨが２．０以上３．５以下であり、前記塩基性高分子
分散剤のアミン価が２５ｍｇＫＯＨ／ｇ以上４０ｍｇＫＯＨ／ｇ未満である
　（ii）前記カーボンブラックのｐＨが２．０以上７．０以下であり、前記塩基性高分子
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分散剤のアミン価が４０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上５０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下である
【０００８】
　＜２＞　前記塩基性高分子分散剤の含有量が、インク組成物中の顔料１００重量％に対
して、２０重量％以上５０重量％以下である、＜１＞に記載のインクジェット記録用イン
ク組成物、
　＜３＞　前記カーボンブラックの含有量がインク組成物全体の３重量％以上５重量％以
下である、＜１＞又は＜２＞に記載のインクジェット記録用インク組成物、
　＜４＞　前記Ｎ－ビニルカプロラクタムをインク組成物全体の１５重量％以上８０重量
％以下含有する、＜１＞～＜３＞のいずれか１つに記載のインクジェット記録用インク組
成物、
　＜５＞　前記Ｎ－ビニルカプロラクタムをインク組成物全体の１５重量％以上３０重量
％以下含有する、＜１＞～＜４＞のいずれか１つに記載のインクジェット記録用インク組
成物、
　＜６＞　＜１＞～＜５＞のいずれか１つに記載のインクジェット記録用インク組成物を
充填したインクパックであり、該インクパックがアルミ蒸着プラスチックパウチであるこ
とを特徴とするインクパック、
　＜７＞　（ａ1）被記録媒体上に、＜１＞～＜５＞のいずれか１つに記載のインクジェ
ット記録用インク組成物を吐出する工程、及び、（ｂ1）吐出されたインクジェット記録
用インク組成物に活性放射線を照射して、前記インクジェット記録用インク組成物を硬化
する工程、を含むことを特徴とするインクジェット記録方法。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、保存安定性に優れるインクジェット記録用インク組成物、該インク組
成物を充填したインクパック、及び、該インク組成物を使用したインクジェット記録方法
を提供することができた。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明について詳細に説明する。
　なお、明細書中、「下限～上限」の記載は「下限以上、上限以下」を表し、「上限～下
限」の記載は「上限以下、下限以上」を表す。すなわち、端点である上限及び下限を含む
数値範囲を表す。また、「（成分Ａ）顔料」等を単に「成分Ａ」等ともいう。また、「（
メタ）アクリレート」等は、「アクリレート及び／又はメタクリレート」等と同義であり
、以下同様とする。
【００１１】
１．インクジェット記録用インク組成物
　本発明のインクジェット記録用インク組成物（以下、単に「インク組成物」又は「イン
ク」ともいう。）は、顔料、顔料分散剤、重合性化合物、及び、フタロシアニンスルホン
酸アンモニウム塩を含有し、前記顔料としてカーボンブラックを含有し、前記顔料分散剤
として塩基性高分子分散剤を含有し、前記重合性化合物としてＮ－ビニルカプロラクタム
（以下、「ＮＶＣ」ともいう。）をインク組成物全体の１５重量％以上含有し、かつ、下
記の（ｉ）又は（ii）を満たすことを特徴とする。
　（ｉ）前記カーボンブラックのｐＨが２．０以上３．５以下であり、前記塩基性高分子
分散剤のアミン価が２５ｍｇＫＯＨ／ｇ以上４０ｍｇＫＯＨ／ｇ未満である
　（ii）前記カーボンブラックのｐＨが２．０以上７．０以下であり、前記塩基性高分子
分散剤のアミン価が４０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上５０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下である
【００１２】
　本発明のインク組成物は、非水性のインク組成物である。
　本発明のインク組成物は、活性放射線により硬化可能な油性のインク組成物であること
が好ましい。また、本発明のインク組成物は、揮発性有機溶剤を含有しない非溶剤型のイ
ンク組成物であることが好ましい。「活性放射線」とは、その照射によりインク組成物中
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に開始種を発生させるエネルギーを付与できる放射線であり、α線、γ線、Ｘ線、紫外線
、可視光線、電子線などを包含する。中でも、硬化感度及び装置の入手容易性の観点から
、紫外線及び電子線が好ましく、紫外線がより好ましい。
【００１３】
　本発明のインクジェット記録用インク組成物は、顔料としてカーボンブラックを含有し
、重合性化合物としてＮ－ビニルカプロラクタムをインク組成物の１５重量％以上含有す
る。本発明者は、カーボンブラックを含有し、Ｎ－ビニルカプロラクタムの含有量が比較
的多いインク組成物において、保存安定性に問題があることを見出した。具体的には、保
存により凝集物が発生し、ろ過不良が発生するという問題が生じることを見出した。
　本発明者は、鋭意検討の結果、顔料分散剤として塩基性高分子分散剤を使用し、分散助
剤（シナジスト）としてフタロシアニンスルホン酸アンモニウム塩を使用し、更に、カー
ボンブラックのｐＨと塩基性高分子分散剤のアミン価を特定の範囲とすることにより、保
存安定性が改善されることを見出し、本発明を完成するに至った。
　なお、塩基性高分子分散剤のアミン価が２５ｍｇＫＯＨ／ｇ以上４０ｍｇＫＯＨ／ｇ未
満である場合には、カーボンブラックのｐＨは２．０～３．５であり、塩基性高分子分散
剤のアミン価が４０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上５０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下の塩基性高分子分散剤で
ある場合には、カーボンブラックのｐＨは２．０～７．０である。
【００１４】
（顔料）
　本発明のインクジェット記録用インク組成物は、顔料を含有し、該顔料としてカーボン
ブラックを含有する。なお、顔料として、カーボンブラックに加えて、他の顔料を含有し
ていてもよい。
【００１５】
＜カーボンブラック＞
　本発明のインクジェット記録用インク組成物は、顔料としてカーボンブラックを含有す
る。ＮＶＣを含んだブラックインクにおいて、優れた保存安定性を得る観点より、（ｉ）
塩基性高分子分剤のアミン価が２５ｍｇＫＯＨ／ｇ以上４０ｍｇＫＯＨ／ｇ未満の場合に
は、該カーボンブラックのｐＨは２．０以上３．５以下であり、（ii）塩基性高分子分散
剤のアミン価が４０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上５０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下の場合には、カーボンブ
ラックのｐＨは２．０以上７．０以下である。
　上記（ｉ）の場合、ｐＨが２より小さいカーボンブラックは一般的に市販品として入手
困難であり、更に、酸性度が高くなるとＮＶＣの分解を促進する懸念があることから、２
．０以上である。また、ｐＨが３．５を超えると、保存中に粗大粒子が発生し、ろ過性が
悪化する。
　上記（ｉ）の場合、カーボンブラックのｐＨはインク組成物の保存安定性及び市販品の
入手容易性を考慮すると、２．０～３．５であり、２．０～３．０であることが好ましい
。
【００１６】
　上記（ii）の場合、ｐＨが２より小さいカーボンブラックは一般的に市販品として入手
困難であり、更に、酸性度が高くなるとＮＶＣの分解を促進する懸念があることから、２
．０以上である。また、ｐＨが７．０を超えると、保存中に粗大粒子が発生し、ろ過性が
悪化する。
　上記（ii）の場合、上記のインク組成物の保存安定性及び市販品の入手容易性を考慮す
ると、ｐＨは、２．０～７．０であり、２．０～５．０であることが好ましく、２．０～
３．５であることがより好ましく、２．０～３．０が特に好ましい。
　なお、本発明で示すｐＨは、カーボンブラックのｐＨ測定の標準方法（ＡＳＴＭ　Ｄ－
１５１２）に基づいて測定した値である。
【００１７】
　カーボンブラックのｐＨは、カーボンブラックを公知の方法により表面処理を行うこと
により調整可能である。具体的には、酸化処理をすることで製造され、酢酸溶液やスルホ
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ン酸溶液等の酸性溶液中にカーボンブラックを浸漬処理する湿式の表面処理方法や、高温
雰囲気下で空気と接触させ反応させる空気酸化法、硝酸を含む窒素酸化物と空気の混合ガ
ス、オゾン等の酸化剤に接触させる方法、高温下での空気酸化後、低い温度でオゾン酸化
する方法等の乾式の表面処理方法が挙げられる。また、後述するように、カーボンブラッ
クには、すでにｐＨ調整がなされて、市場に提供されているものもある。
【００１８】
　本発明において、カーボンブラックしては、インクジェット適性、強い発色及び紫外光
に対する透明性等を考慮すると、一次平均粒径が３０ｎｍ～５００ｎｍであることが好ま
しく、５０ｎｍ～２００ｎｍであることがより好ましい。
　また、良好な分散流動性を得る観点から、カーボンブラックの比表面積は１５～８０ｍ
2／ｇの範囲であることが好ましく、更に、カーボンブラックのＤＢＰ吸油量（ＡＳＴＭ
　Ｄ　２４１４）は３０～８０ｍＬ／１００ｇの範囲であることが好ましい。
【００１９】
　上記のような物性を持つカーボンブラックは市販品として、三菱化学（株）、東海カー
ボン（株）、Ｅｖｏｎｉｋ社、及び、Ｃａｂｏｔ社などから入手することができる。なお
、ｐＨは製造ロットによって変動がある場合があるので、ｐＨが所望の値であることを確
認した上で使用することが好ましい。
　製造ロット間の物性変動を考慮した上で、以下のカーボンブラックが特に好適である。
【００２０】
【表１】

【００２１】
　本発明において、インクジェット記録用インク組成物に含まれるカーボンブラックの好
ましい含有量は、使用するプリンタでの塗設量と必要な発色濃度に依存する。一般的なプ
リンタの塗設量（厚み１０～４０μｍ）と、一般的に求められる発色濃度（１．５～２．
０）を想定すると、カーボンブラックの好ましい含有量は、インク組成物全体に対して１
重量％～１０重量％であることが好ましく、２重量％～８重量％がより好ましく、３重量
％～５重量％であることが更に好ましい。
【００２２】
　なお、本発明において、ｐＨが７を超えるカーボンブラックを併用してもよいが、その
含有量は、カーボンブラック全体の３０重量％以下であることが好ましく、１０重量％以
下であることがより好ましく、ｐＨが７を超えるカーボンブラックを含有しないことが更
に好ましい。
【００２３】
＜その他の顔料＞
　本発明において、顔料として、前記カーボンブラックと共に、その他の顔料を併用して
もよい。その他の顔料としては、特に限定されるわけではないが、例えばカラーインデッ
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クスに記載される下記の番号の有機又は無機顔料が使用できる。
　赤又はマゼンタ顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド３（「Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅ
ｄ　３」ともいう。）、５、１９、２２、３１、３８、４２、４３、４８：１、４８：２
、４８：３、４８：４、４８：５、４９：１、５３：１、５７：１、５７：２、５８：４
、６３：１、８１、８１：１、８１：２、８１：３、８１：４、８８、１０４、１０８、
１１２、１２２、１２３、１４４、１４６、１４９、１６６、１６８、１６９、１７０、
１７７、１７８、１７９、１８４、１８５、２０２、２０８、２１６、２２６、２５７、
Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット３（「Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　３」ともいう。
）、１９、２３、２９、３０、３７、５０、８８、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ１３（「
Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｏｒａｎｇｅ　１３」ともいう。）、１６、２０、３６、青又はシアン
顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１（「Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１」ともい
う。）、１５、１５：１、１５：２、１５：３、１５：４、１５：６、１６、１７：１、
２２、２７、２８、２９、３６、６０、緑顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン７
（「Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　７」ともいう。）、２６、３６、５０、黄顔料として
は、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１（「Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１」ともいう。
）、３、１２、１３、１４、１７、３４、３５、３７、５５、７４、８１、８３、９３、
９４、９５、９７、１０８、１０９、１１０、１２０、１３７、１３８、１３９、１５０
、１５３、１５４、１５５、１５７、１６６、１６７、１６８、１８０、１８５、１９３
、黒顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック２８（「Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌａｃｋ　
２８」ともいう。）、２６、白色顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントホワイト６（「Ｐｉ
ｇｍｅｎｔ　Ｗｈｉｔｅ　６」ともいう。）、１８、２１などが目的に応じて使用できる
。
【００２４】
　その他の顔料の含有量は、顔料全体の５０重量％以下であることが好ましく、２０重量
％以下であることがより好ましく、５重量％以下であることが更に好ましく、含有しない
ことが特に好ましい。すなわち、本発明において、顔料としてカーボンブラックのみを含
有することが好ましい。
【００２５】
（顔料分散剤）
＜塩基性高分子分散剤＞
　本発明のインクジェット記録用インク組成物は、顔料分散剤として塩基性高分子分散剤
を含有する。
　ここで、塩基性高分子分散剤は、塩基性基を少なくとも有する高分子分散剤である。
　前記塩基性基としては、アミノ基、イミノ基、アミド基、イミド基、及び、含窒素複素
環基等が例示できる。また、前記塩基性基は、高分子分散剤中の主鎖に有していても、側
鎖に有していても、その両方に有していてもよい。
　塩基性高分子分散剤として特に好適に用いられる分散剤は、アミン価が２５ｍｇＫＯＨ
／ｇ以上５０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下である分散剤である。アミン価が２５ｍｇＫＯＨ／ｇ以
上であると、ろ過不良の発生が更に抑制され、保存安定性が向上するので好ましい。一方
、アミン価が５０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下であると、保存中のＮＶＣの分解が抑制され、増粘
、硬化感度の低下、及び、アセトアルデヒドの発生などが抑制されるので好ましい。
　ろ過安定性及びＮＶＣの分解防止の観点では、アミン価が４０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上５０
ｍｇＫＯＨ／ｇ以下である塩基性高分子分散剤が特に好ましい。
　なお、アミン価は下記手順によって測定した。分散剤をメチルイソブチルケトンに溶解
し、０．０１モル／Ｌ過塩素酸メチルイソブチルケトン溶液で電位差滴定を行い、ＫＯＨ
ｍｇ／ｇ換算したものをアミン価とした。電位差滴定は平沼産業（株）製、自動滴定装置
ＣＯＭ－１５００を用いて測定した。
【００２６】
　前記塩基性高分子分散剤の分子量としては、重量平均分子量が１０，０００～２００，
０００であることが、分散安定性及び分散流動性の観点で好ましく、特に好ましい範囲は
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、２０，０００～８０，０００である。
【００２７】
　上記のような物性を持つ分散剤は市販品として、味の素ファインテクノ（株）、Ｅｖｏ
ｎｉｋ社（ＴＥＧＯＤＩＳＰＥＲＳシリーズ）、ＢＹＫ社（ＤＩＳＰＥＲＢＹＫシリーズ
、ＢＹＫシリーズ）、ＢＡＳＦ社（ＥＦＫＡシリーズ）、Ｌｕｂｕｒｉｚｏｌ社（Ｓｏｌ
ｓｐｅｒｓｅシリーズ）などから入手することができる。なお、アミン価は顔料の製造ロ
ットによって変動がある場合があるので、アミン価が所望の範囲であることを確認した上
で使用することが好ましい。
　製造ロット間の物性変動も考慮した上で、下表の品種が特に好ましく使用される。
【００２８】
【表２】

【００２９】
　本発明のインクジェット記録用インク組成物に含まれる塩基性高分子分散剤の好ましい
含有量は、インク組成物中の顔料１００重量％に対して、１５重量％～５０重量％が好ま
しく、２０重量％～５０重量％であることがより好ましく、２０重量％～４０重量％が特
に好ましい。
　塩基性高分子分散剤の含有量が上記範囲であると、ろ過安定性に優れ、更に、ＮＶＣの
分解の発生が抑制されるので好ましい。
【００３０】
（カーボンブラックと、塩基性顔料分散剤との好ましい態様）
　本発明において、カーボンブラックのｐＨ及び塩基性高分子分散剤のアミン価は、以下
の（ｉ）又は（ii）を満たす。
　（ｉ）前記カーボンブラックのｐＨが２．０以上３．５以下であり、前記塩基性高分子
分散剤のアミン価が２５ｍｇＫＯＨ／ｇ以上４０ｍｇＫＯＨ／ｇ未満である
　（ii）前記カーボンブラックのｐＨが２．０以上７．０以下であり、前記塩基性高分子
分散剤のアミン価が４０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上５０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下である
　（ｉ）に関して、カーボンブラックのｐＨが低い場合には、顔料表面の酸性吸着サイト
が多いため、比較的アミン価が低い（２５ｍｇＫＯＨ／ｇ以上４０ｍｇ・ＫＯＨ未満）塩
基性高分子分散剤を使用した場合でも、本発明の効果を奏する。
　一方、（ii）に関して、塩基性高分子分散剤のアミン価が４０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上５０
ｍｇＫＯＨ／ｇ以下である場合には、アミン価が高いため、カーボンブラックのｐＨとし
て広い範囲を選択しても、本発明の効果を奏する。
【００３１】
（重合性化合物）
　本発明のインクジェット記録用インク組成物は、重合性化合物として、Ｎ－ビニルカプ
ロラクタムをインク組成物全体の１５重量％以上含有する。Ｎ－ビニルカプロラクタムを
１５重量％以上含有することによって、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）やポリカーボネート（
ＰＣ）など、ワイドフォーマット屋外広告の分野で広く用いられている基材への密着性が
得られる。なお、インクジェット記録用インク組成物は、Ｎ－ビニルカプロラクタム以外
に、カーボンブラック顔料、分散剤、シナジスト、更に、必要に応じてＮ－ビニルカプロ
ラクタム以外の重合性化合物、開始剤、その他添加剤を含有する。従って、密着性、保存
安定性、硬化感度、インクジェット吐出信頼性などのバランスを加味すると、Ｎ－ビニル
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カプロラクタムの含有量は、インク組成物全体の１５重量％以上８０重量％以下であるこ
とが好ましく、１５重量％以上５０重量％以下が更に好ましい。特に本発明の重要な課題
である密着性と保存安定性のバランスを考慮すると、１５重量％以上３０重量％以下が特
に好ましい範囲である。
【００３２】
　後述のように、顔料分散を実施する場合は、分散液中の媒体としては、Ｎ－ビニルカプ
ロラクタム以外の重合性化合物を使用することが好ましい。そのため、本発明のインクジ
ェット記録用インク組成物は、Ｎ－ビニルカプロラクタム以外の重合性化合物、特に（メ
タ）アクリレート化合物を含有することが好ましい。また、Ｎ－ビニルカプロラクタムと
（メタ）アクリレート化合物を併用することによって、硬化感度が向上するため、この観
点でも、（メタ）アクリレート化合物を含有することが好ましい。（メタ）アクリレート
化合物としては、アクリレート化合物がより好ましい。なお、「アクリレート」、「メタ
クリレート」の双方あるいはいずれかを指す場合「（メタ）アクリレート」と、「アクリ
ル」、「メタクリル」の双方あるいはいずれかを指す場合「（メタ）アクリル」と、それ
ぞれ記載することがある。
【００３３】
　具体的には、単官能（メタ）アクリレート化合物としては、２－フェノキシエチル（メ
タ）アクリレート、サイクリックトリメチルプロパンフォルマル（メタ）アクリレート、
２－（２－エトキシエトキシ）エチル（メタ）アクリレート、ノルボルニル（メタ）アク
リレート、イソボルニル（メタ）アクリレート、イソフォリル（メタ）アクリレート（３
，３，５－トリメチルシクロヘキシル（メタ）アクリレート）、２－エチルヘキシル（メ
タ）アクリレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、ブトキシエチル（メタ
）アクリレート、カルビトール（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレ
ート、テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート、ベンジル（メタ）アクリレート、
メチル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、イソデシル（メタ）ア
クリレート、デシル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、アリル（メ
タ）アクリレート、グリシジル（メタ）アクリレート、ジメチルアミノメチル（メタ）ア
クリレート、が挙げられる。
　多官能（メタ）アクリレート化合物としては、エチレングリコールジ（メタ）アクリレ
ート、ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリエチレングリコールジ（メタ
）アクリレート、テトラエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリエチレングリ
コールジ（メタ）アクリレート、プロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ジプロ
ピレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリプロピレングリコールジ（メタ）アクリ
レート、テトラプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリプロピレングリコー
ルジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコール（メタ）アクリレート、エトキシ化
ネオペンチルグリコールジアクリレート、プロポキシ化ネオペンチルグリコールジアクリ
レート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ
（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエ
リスリトールテトラ（メタ）アクリレート、トリメチロールエタントリ（メタ）アクリレ
ート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、テトラメチロールメタンテト
ラ（メタ）アクリレート、ビス（４－（メタ）アクリロキシポリエトキシフェニル）プロ
パン、オリゴエステル（メタ）アクリレート、２，２－ビス（４－（メタ）アクリロキシ
ポリエトキシフェニル）プロパンが好ましく例示できる。
【００３４】
　これらの中でも、２－フェノキシエチルアクリレート、サイクリックトリメチルプロパ
ンフォルマルアルリレート、ジプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、プロポキ
シ化ネオペンチルグリコールジアクリレート、２－（２－エトキシエトキシ）エチルアク
リレート、イソデシルアクリレート、デシルアクリレート、ラウリルアクリレート、テト
ラヒドロフルフリルアクリレート、イソボルニルアクリレート、イソフォリルアクリレー
ト、１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、３－メチル－１，５－ペンタンジオール



(10) JP 5566979 B2 2014.8.6

10

20

30

40

50

ジアクリレート、ジプロピレングリコールジアクリレート、プロポキシ化ネオペンチルグ
リコールジアクリレートなどの１官能又は２官能のアクリレートが膜物性、インクジェッ
ト記録用インクに適した粘度を得る観点で好ましく、２－フェノキシエチルアクリレート
、サイクリックトリメチルプロパンフォルマルアルリレート、ジプロピレングリコールジ
（メタ）アクリレート、プロポキシ化ネオペンチルグリコールジアクリレートがより好ま
しい。
【００３５】
　更に具体的には、山下晋三編「架橋剤ハンドブック」（１９８１年、大成社）；加藤清
視編「ＵＶ・ＥＢ硬化ハンドブック（原料編）」（１９８５年、高分子刊行会）；ラドテ
ック研究会編「ＵＶ・ＥＢ硬化技術の応用と市場」７９頁（１９８９年、（株）シーエム
シー出版）；滝山栄一郎著「ポリエステル樹脂ハンドブック」（１９８８年、日刊工業新
聞社）等に記載の市販品又は業界で公知のラジカル重合性乃至架橋性のモノマー、オリゴ
マー及びポリマーを用いることができる。
　ラジカル重合性化合物の分子量は、８０～２，０００であることが好ましく、８０～１
，０００であることがより好ましく、８０～８００であることが更に好ましい。
【００３６】
　本発明のインク組成物は、ラジカル重合性基を有するオリゴマーを含有することも好ま
しい。前記ラジカル重合性基としては、エチレン性不飽和基が好ましく、（メタ）アクリ
ロキシ基がより好ましい。
　前記ラジカル重合性基を有するオリゴマーとしては、例えば、ラジカル重合性基を有す
る、オレフィン系（エチレンオリゴマー、プロピレンオリゴマーブテンオリゴマー等）、
ビニル系（スチレンオリゴマー、ビニルアルコールオリゴマー、ビニルピロリドンオリゴ
マーアクリレートオリゴマー、メタクリレートオリゴマー等）、ジエン系（ブタジエンオ
リゴマー、クロロプレンゴム、ペンタジエンオリゴマー等）、開環重合系（ジ－，トリ－
，テトラエチレングリコール、ポリエチレングリコール、ポリエチルイミン等）、重付加
系（オリゴエステルアクリレート、ポリアミドオリゴマー、ポリイソシアネートオリゴマ
ー）、付加縮合オリゴマー（フェノール樹脂、アミノ樹脂、キシレン樹脂、ケトン樹脂等
）等を挙げることができる。この中で、オリゴエステル（メタ）アクリレートが好ましく
、その中では、ウレタン（メタ）アクリレート、ポリエステル（メタ）アクリレート、エ
ポキシ（メタ）アクリレートがより好ましく、ウレタン（メタ）アクリレートが更に好ま
しい。
　ウレタン（メタ）アクリレートとしては、脂肪族ウレタン（メタ）アクリレート、芳香
族ウレタン（メタ）アクリレートが好ましく挙げられるが、脂肪族ウレタン（メタ）アク
リレートがより好ましく挙げられる。
　また、ウレタン（メタ）アクリレートは、４官能以下のウレタン（メタ）アクリレート
であることが好ましく、２官能以下のウレタン（メタ）アクリレートであることがより好
ましい。
　ウレタン（メタ）アクリレートを含有することにより、基材の密着性に優れ、硬化性に
優れるインク組成物が得られる。
　オリゴマーについて、オリゴマーハンドブック（吉川淳二監修、（株）化学工業日報社
）も参照することができる。
【００３７】
　また、オリゴマーの市販品としては、以下に示すものが例示できる。
　ウレタン（メタ）アクリレートとしては、例えば、第一工業製薬（株）製のＲ１２０４
、Ｒ１２１１、Ｒ１２１３、Ｒ１２１７、Ｒ１２１８、Ｒ１３０１、Ｒ１３０２、Ｒ１３
０３、Ｒ１３０４、Ｒ１３０６、Ｒ１３０８、Ｒ１９０１、Ｒ１１５０等や、ダイセル・
サイテック（株）製のＥＢＥＣＲＹＬシリーズ（例えば、ＥＢＥＣＲＹＬ２３０、２７０
、４８５８、８４０２、８８０４、８８０７、８８０３、９２６０、１２９０、１２９０
Ｋ、５１２９、４８４２、８２１０、２１０、４８２７、６７００、４４５０、２２０）
、新中村化学工業（株）製のＮＫオリゴＵ－４ＨＡ、Ｕ－６ＨＡ、Ｕ－１５ＨＡ、Ｕ－１
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０８Ａ、Ｕ２００ＡＸ等、東亞合成（株）製のアロニックスＭ－１１００、Ｍ－１２００
、Ｍ－１２１０、Ｍ－１３１０、Ｍ－１６００、Ｍ－１９６０等が挙げられる。
　ポリエステル（メタ）アクリレートとしては、例えば、ダイセル・サイテック（株）製
のＥＢＥＣＲＹＬシリーズ（例えば、ＥＢＥＣＲＹＬ７７０、ＩＲＲ４６７、８１、８４
、８３、８０、６７５、８００、８１０、８１２、１６５７、１８１０、ＩＲＲ３０２、
４５０、６７０、８３０、８７０、１８３０、１８７０、２８７０、ＩＲＲ２６７、８１
３、ＩＲＲ４８３、８１１等）、東亞合成（株）製のアロニックスＭ－６１００、Ｍ－６
２００、Ｍ－６２５０、Ｍ－６５００、Ｍ－７１００、Ｍ－８０３０、Ｍ－８０６０、Ｍ
－８１００、Ｍ－８５３０、Ｍ－８５６０、Ｍ－９０５０等が挙げられる。
　また、エポキシ（メタ）アクリレートとしては、例えば、ダイセル・サイテック（株）
製のＥＢＥＣＲＹＬシリーズ（例えば、ＥＢＥＣＲＹＬ６００、８６０、２９５８、３４
１１、３６００、３６０５、３７００、３７０１、３７０３、３７０２、３７０８、ＲＤ
Ｘ６３１８２、６０４０等）等が挙げられる。
【００３８】
　ラジカル重合性基を有するオリゴマーは、１種単独で使用しても、２種以上を併用して
もよい。
　本発明のインク組成物におけるラジカル重合性基を有するオリゴマーの含有量としては
、インク組成物の全重量に対して、０．１～５０重量％であることが好ましく、０．５～
２０重量％であることがより好ましく、１～１０重量％であることが更に好ましい。
【００３９】
　本発明において、Ｎ－ビニルカプロラクタムを含む単官能ラジカル重合性モノマーの含
有量は、硬化性及び膜柔軟性の観点から、重合性化合物全体の１０～９０重量％であるこ
とが好ましく、１５～８５重量％であることがより好ましく、２０～８０重量％であるこ
とが更に好ましい。
　本発明において、インク組成物全体における重合性化合物の合計量は、硬化性及び密着
性の観点から、インク組成物全体の５０～９５重量％であることが好ましく、６０～９０
重量％であることがより好ましく、７０～９０重量％であることが更に好ましい。
【００４０】
（フタロシアニンスルホン酸アンモニウム塩）
　本発明のインクジェット記録用インク組成物は、シナジスト（分散助剤）としてフタロ
シアニンスルホン酸アンモニウム塩を含有する。
　フタロシアニンスルホン酸アンモニウム塩の含有量は、カーボンブラック１００重量％
に対して、０．５～１０重量％であることが好ましく、１～４重量％であることがより好
ましい。フタロシアニンスルホン酸アンモニウム塩の含有量が上記範囲内であると、粘度
及びろ過安定性の観点で好ましい。また、インク製造時のろ過性にも優れるので好ましい
。
　市販品として入手できるＳｏｌｓｐｅｒｓｅ　５０００（Ｌｕｂｕｒｉｚｏｌ社製）や
Ｅｆｋａ　６７４５などが、フタロシアニンスルホン酸アンモニウム塩として、好適に用
いることができる。
【００４１】
（重合開始剤）
　本発明のインク組成物は、重合開始剤を含有することが好ましい。
　本発明で用いることができる重合開始剤としては、公知の重合開始剤を使用することが
できる。
　本発明に用いることができる重合開始剤は、１種単独で使用してもよく、２種以上を併
用してもよい。また、カチオン重合開始剤とラジカル重合開始剤とを併用してもよいが、
少なくともラジカル重合開始剤を含有することが好ましい。
　本発明に用いることのできる重合開始剤は、外部エネルギーを吸収して重合開始種を生
成する化合物である。重合を開始するために使用される外部エネルギーは、熱及び活性放
射線に大別され、それぞれ、熱重合開始剤及び光重合開始剤が使用される。活性放射線と
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しては、γ線、β線、電子線、紫外線、可視光線、赤外線が例示できる。
【００４２】
＜ラジカル重合開始剤＞
　本発明で用いることができるラジカル重合開始剤としては、特に制限はなく、公知のラ
ジカル重合開始剤を使用することができる。
　本発明に用いることができるラジカル重合開始剤としては（ａ）芳香族ケトン類、（ｂ
）アシルホスフィン化合物、（ｃ）芳香族オニウム塩化合物、（ｄ）有機過酸化物、（ｅ
）チオ化合物、（ｆ）ヘキサアリールビイミダゾール化合物、（ｇ）ケトオキシムエステ
ル化合物、（ｈ）ボレート化合物、（ｉ）アジニウム化合物、（ｊ）メタロセン化合物、
（ｋ）活性エステル化合物、（ｌ）炭素ハロゲン結合を有する化合物及び（ｍ）アルキル
アミン化合物等が挙げられる。これらのラジカル重合開始剤は、上記（ａ）～（ｍ）の化
合物を単独若しくは組み合わせて使用してもよい。
　これらの中でも、（ａ）芳香族ケトン類、及び、（ｂ）アシルホスフィン化合物を使用
することが好ましい。
【００４３】
　（ａ）芳香族ケトン類としては、α－ヒドロキシケトン化合物、及び、α－アミノケト
ン化合物が好ましい。
　α－ヒドロキシケトン化合物としては、例えば、１－［４－（２－ヒドロキシエトキシ
）フェニル］－２－ヒドロキシ－２－メチル－１－プロパン－１－オン、２－ヒドロキシ
－２－メチル－１－フェニル－プロパン－１－オン、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェ
ニルケトン等が挙げられる。
　α－アミノケトン化合物としては、例えば、２－メチル－１－フェニル－２－モルフォ
リノプロパン－１－オン、２－メチル－１－［４－（ヘキシル）フェニル］－２－モルフ
ォリノプロパン－１－オン、２－エチル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノ
フェニル）－ブタン－１－オン等が挙げられる。
【００４４】
　（ｂ）アシルホスフィン化合物としては、アシルホスフィンオキサイド化合物が好まし
い。
　アシルホスフィンオキサイド化合物としては、モノアシルホスフィンオキサイド化合物
及びビスアシルホスフィンオキサイド化合物等を好ましく例示できる。
　モノアシルホスフィンオキサイド化合物としては、公知のモノアシルホスフィンオキサ
イド化合物を使用することができる。例えば、特公昭６０－８０４７号公報、特公昭６３
－４０７９９号公報に記載のモノアシルホスフィンオキサイド化合物が挙げられる。
　ビスアシルホスフィンオキサイド化合物としては、公知のビスアシルホスフィンオキサ
イド化合物が使用できる。例えば、特開平３－１０１６８６号公報、特開平５－３４５７
９０号公報、特開平６－２９８８１８号公報に記載のビスアシルホスフィンオキサイド化
合物が挙げられる。
　本発明にインク組成物においては、アシルホスフィンオキサイド化合物を含有すること
が好ましく、アシルホスフィン化合物とα－ヒドロキシケトン化合物及び／又はα－アミ
ノケトン化合物とを併用することがより好ましく、アシルホスフィン化合物とα－ヒドロ
キシケトン化合物とα－アミノケトン化合物とを併用することが更に好ましい。上記組み
合わせであると、硬化性、耐ブロッキング性に優れるインク組成物が得られる。
【００４５】
　本発明のインク組成物中における重合開始剤の含有量としては、インク組成物の全重量
に対して、０．１～２０．０重量％であることが好ましく、０．５～１８．０重量％であ
ることがより好ましく、１．０～１５．０重量％であることが更に好ましい。重合開始剤
の添加量が上記範囲であると、硬化性に優れ、また、表面ベトツキ低減の観点から適切で
ある。
　また、本発明のインク組成物中における重合開始剤と重合性化合物との含有比（重量比
）としては、重合開始剤：重合性化合物＝０．５：１００～３０：１００であることが好
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ましく、１：１００～１５：１００であることがより好ましく、２：１００～１０：１０
０であることが更に好ましい。
【００４６】
（増感剤）
　本発明のインク組成物は、特定の活性エネルギー線を吸収して前記ラジカル重合開始剤
の分解を促進させるため、増感剤を含有することが好ましい。
　増感剤としては、例えば、多核芳香族類（例えば、ピレン、ペリレン、トリフェニレン
、２－エチル－９，１０－ジメトキシアントラセン等）、キサンテン類（例えば、フルオ
レッセイン、エオシン、エリスロシン、ローダミンＢ、ローズベンガル等）、シアニン類
（例えば、チアカルボシアニン、オキサカルボシアニン等）、メロシアニン類（例えば、
メロシアニン、カルボメロシアニン等）、チアジン類（例えば、チオニン、メチレンブル
ー、トルイジンブルー等）、アクリジン類（例えば、アクリジンオレンジ、クロロフラビ
ン、アクリフラビン等）、アントラキノン類（例えば、アントラキノン等）、スクアリウ
ム類（例えば、スクアリウム等）、クマリン類（例えば、７－ジエチルアミノ－４－メチ
ルクマリン等）などが挙げられる。
　本発明における増感剤としては、下記式（vi）～（x）及び（xiv）で表される化合物が
好適に挙げられる。
【００４７】
【化１】

【００４８】
　式（vi）中、Ａ1は硫黄原子又はＮＲ50を表し、Ｒ50はアルキル基又はアリール基を表
す。Ｌ1は隣接するＡ1及び隣接炭素原子と共同して色素の塩基性核を形成する非金属原子
団を表す。Ｒ51及びＲ52は、それぞれ独立に、水素原子又は一価の非金属原子団を表し、
Ｒ51及びＲ52は互いに結合して、色素の酸性核を形成してもよい。Ｗは酸素原子又は硫黄
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原子を表す。
【００４９】
　式（vii）中、Ａｒ1及びＡｒ2は、それぞれ独立にアリール基を表し、Ｌ2による結合を
介して連結している。Ｌ2は－Ｏ－又は－Ｓ－を表す。Ｗは式（vi）に示したものと同義
である。
【００５０】
　式（viii）中、Ａ2は硫黄原子又はＮＲ59を表し、Ｒ59はアルキル基又はアリール基を
表す。Ｌ3は隣接するＡ2及び炭素原子と共同して色素の塩基性核を形成する非金属原子団
を表す。Ｒ53、Ｒ54、Ｒ55、Ｒ56、Ｒ57及びＲ58は、それぞれ独立に一価の非金属原子団
の基を表す。
【００５１】
　式（ix）中、Ａ3及びＡ4は、それぞれ独立に、－Ｓ－、－ＮＲ62－、又は－ＮＲ63－を
表し、Ｒ62及びＲ63は、それぞれ独立に、置換若しくは非置換のアルキル基、置換若しく
は非置換のアリール基を表す。Ｌ4及びＬ5は、それぞれ独立に、隣接するＡ3、Ａ4及び隣
接炭素原子と共同して色素の塩基性核を形成する非金属原子団を表す。Ｒ60及びＲ61は、
それぞれ独立に、水素原子又は一価の非金属原子団を表す。Ｒ60とＲ61は互いに結合して
脂肪族性又は芳香族性の環を形成してもよい。
【００５２】
　式（x）中、Ｒ66は置換基を有してもよい芳香族環又はヘテロ環を表す。Ａ5は酸素原子
、硫黄原子又は－ＮＲ67－を表す。Ｒ64、Ｒ65及びＲ67はそれぞれ独立に水素原子又は一
価の非金属原子団を表す。Ｒ67とＲ64、及びＲ65とＲ67は、それぞれ互いに結合して脂肪
族性又は芳香族性の環を形成してもよい。
【００５３】
【化２】

【００５４】
　式（xiv）中、Ｒ68、及び、Ｒ69は、それぞれ独立に水素原子又は一価の非金属原子団
を表す。Ｒ70、及び、Ｒ71は、それぞれ独立に水素原子又は一価の非金属原子団を表し、
ｎは０～４の整数を表す。ｎが２以上のときＲ70、Ｒ71はそれぞれ互いに脂肪族性又は芳
香族性の環を形成するため結合することができる。
【００５５】
　これらの中でも、増感剤が式（xiv）で表されるアントラセン誘導体であることが好ま
しい。増感剤としてアントラセン誘導体を使用することにより、硬化性に優れるインク組
成物が得られるので好ましい。
【００５６】
　本発明のインク組成物における増感剤の含有量は、インクの着色性の観点から、インク
組成物の全重量に対し、０．０１～２０重量％が好ましく、０．１～１５重量％がより好
ましく、０．５～１０重量％が更に好ましい。
　また、増感剤は、１種単独で用いてもよいし、２種以上を併用してもよい。
　また、増感剤と重合開始剤とのインク組成物中における含有比としては、重合開始剤の
分解率向上と照射した光の透過性の観点から、重量比で、重合開始剤の含有量／増感剤の
含有量＝１００～０．５が好ましく、５０～１がより好ましく、１０～１．５が更に好ま
しい。
【００５７】
（その他の成分）
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　本発明のインク組成物には、必要に応じて、前記各成分以外に、界面活性剤、共増感剤
、紫外線吸収剤、酸化防止剤、褪色防止剤、導電性塩類、溶剤、高分子化合物、塩基性化
合物等を含んでいてもよい。これらは、特開２００９－２２１４１６号公報に記載されて
おり、本発明においても使用できる。
【００５８】
　また、本発明のインク組成物は、保存性、及び、ヘッド詰まりの抑制という観点から、
重合禁止剤を含有することが好ましい。
　重合禁止剤は、本発明のインク組成物全量に対し、２００～２０，０００ｐｐｍ添加す
ることが好ましい。
　重合禁止剤としては、ニトロソ系重合禁止剤や、ヒンダードアミン系重合禁止剤、ハイ
ドロキノン、ベンゾキノン、ｐ－メトキシフェノール、ＴＥＭＰＯ、ＴＥＭＰＯＬ、クペ
ロンＡｌ等が挙げられる。
　また、本発明のインク組成物は、ベンズイミダゾロン系顔料及びビスアセトアセタリド
系顔料以外の公知の着色剤を含有していてもよいが、ベンズイミダゾロン系顔料及びビス
アセトアセタリド系顔料以外の着色剤を含有しないことが好ましい。
【００５９】
（インク物性）
　本発明のインクジェット記録用インク組成物の粘度や表面張力は、使用するプリンタに
搭載するインクジェットヘッドでの吐出するのに適した範囲であることが好ましい。一般
的に広く用いられているピエゾ型インクジェットヘッドで使用することを想定すると、粘
度としては６～３０ｍＰａ・ｓ（２５℃）であることが好ましく、１５～２５ｍＰａ・ｓ
であることが特に好ましい。
　また、吐出温度（好ましくは２５～８０℃、より好ましくは２５～５０℃）における粘
度が、３～１５ｍＰａ・ｓであることが好ましく、３～１３ｍＰａ・ｓであることがより
好ましい。本発明のインク組成物は、粘度が上記範囲になるように適宜組成比を調整する
ことが好ましい。室温での粘度を高く設定することにより、多孔質な被記録媒体（支持体
）を用いた場合でも、被記録媒体中へのインク組成物の浸透を回避し、未硬化モノマーの
低減が可能となる。更にインク組成物の液滴着弾時のインク滲みを抑えることができ、そ
の結果として画質が改善されるので好ましい。
【００６０】
　一方、２５℃における表面張力は２０～４０ｍＮ／ｍであることが好ましく、２８～３
８ｍＮ／ｍであることが特に好ましい。ポリオレフィン、ＰＥＴ、コート紙、非コート紙
など様々な被記録媒体へ記録する場合、滲み及び浸透の観点から、２０ｍＮ／ｍ以上が好
ましく、濡れ性の点では、４０ｍＮ／ｍ以下が好ましい。
【００６１】
２．インク保管用の容器（インクパック）
　本発明のインクを保管状態としては、保管時に空気との接触を最低限にし、かつ、遮光
状態に置かれることが好ましい。これまでの解析から、ＮＶＣを含んだブラックインクを
酸素雰囲気化で保管すると、粘度及びろ過の安定性が大きく劣化することが分かっている
。この理由に基づき、優れた安定性を得るために、空気との接触を最低限にすることが好
ましい。遮光状態に保つのは、保管中の光重合反応によるゲル化を防ぐためである。
【００６２】
　好ましく使用することができる容器としては、特に、アルミ蒸着プラスチックパウチが
好ましい。アルミ蒸着プラスチックパウチの内壁（インクと接触する面）は、ＰＰ、ＰＥ
、ＰＴＦＥなど耐溶剤性に優れた素材が好ましく使用される。
　例えば、市販のインクパックとしては、ＢｉＬＬ　ＰＡＫシリーズ（（株）サンエー化
研）、フローパックシリーズＵＶ（藤森工業（株）製）などが挙げられる。ＳＪ－Ｄ５社
や（株）昭和丸筒などからもアルミ蒸着パウチを入手できる。
【００６３】
　すなわち、本発明のインクパックとしては、アルミ蒸着プラスチックパウチに保管され
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、かつ、パウチ中の内部に気泡が無い状態であることが好ましい。内部の気泡の有無は、
注射器を用いた検査によって確認することが可能である。注射器でインクを抜き取った時
に、視認される気泡が無いことが好ましい状態である。
【００６４】
３．インクジェット記録用インク組成物の製造方法
　本発明のインクジェット記録用インク組成物の製造方法としては、下記の（１）～（４
）の工程を少なくとも構成する製造方法で製造することが好ましい。
　（１）液状の有機溶媒及び／又は重合性化合物に塩基性高分子分散剤及びフタロシアニ
ンスルホン酸アンモニウム塩を添加し、撹拌して、分散剤希釈液Ａを作製する工程
　（２）分散剤希釈液Ａに、カーボンブラック顔料を添加し、撹拌して、顔料濃度が２０
ｗｔ％～４０ｗｔ％の予備分散液Ａを作製する工程
　（３）予備分散液Ａに顔料分散処理を施して、前記顔料の体積平均粒径が３００ｎｍ以
下である顔料分散液Ａを作製する工程
　（４）再分散工程にて、Ｎ－ビニルカプロラクタム、その他の重合性化合物、重合開始
剤、及び、添加剤で構成される液体に、顔料分散液Ａを加え希釈する工程
【００６５】
　ここで、工程（１）に用いる有機溶媒及び／又は重合性化合物としては、前述の重合性
化合物が好適である。ただし、該有機溶媒及び／又は重合性化合物は、分散媒の主成分と
なるため、低粘度、具体的には作業環境（５～３０℃）で１５ｍＰａ・ｓ以下であること
が、均一な分散物を得る上で好ましい。本発明のインク組成物の主成分の１つであるＮ－
ビニルカプロラクタムは、作業環境（５～３０℃）で固体である場合があるため、好適に
用いることができない。
　工程（１）に用いる重合性化合物としては、特に、２－フェノキシエチルアクリレート
、２（２－エトキシエトキシ）エチルアクリレート、オクチルアクリレート、イソデシル
アクリレート、デシルアクリレート、ラウリルアクリレート、テトラヒドロフルフリルア
クリレート、イソボルニルアクリレート、サイクリックトリメチルプロパンフォルマルア
ルリレート、イソフォリルアクリレート、１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、３
－メチル－１，５－ペンタンジオールジアクリレート、ジプロピレングリコールジアクリ
レート、プロポキシ化ネオペンチルグリコールジアクリレートなどの１官能もしくは２官
能のアクリレートが好ましい。
【００６６】
　工程（１）において撹拌する手段としては、分散剤を有機溶媒及び／又は重合性化合物
に溶解可能であれば、特に限定されるものではないが、マグネティックスターラーや撹拌
羽の付いたミキサーなどを用いる方法が、容易でかつ効率的な手段である。より短時間に
、かつ、大量に製造するためには、撹拌羽の付いたミキサーが好適である。
　撹拌に用いる容器としては、バッチ式と連続式が市販品として入手可能であるが、後者
の方がより短時間で均一な分散剤希釈液Ａを作製することが可能である。また、撹拌羽の
種類としても、プロペラ式、軸流タービン式、放射流タービン式、アンカー式などを好適
に用いることができる。そのほか、のこぎり歯ブレード、閉式ローター、ローター／ステ
ーターなどのミキサーなども使用可能である。なお、本発明の実施例では、工程（１）に
おいて、英国シルバーソン社製のローター／ステーター型ミキサー（バッチ式容器）を使
用した。
　工程（２）における撹拌する手段としては、洗浄の工程を省略する観点より、工程（１
）と同じ手段を用いることが好ましく、上記の手段を好ましく用いることが可能である。
本発明の実施例では、工程（２）において、英国シルバーソン社製のローター／ステータ
ー型ミキサー（バッチ式容器）を使用した。
【００６７】
　工程（３）で用いる分散処理には、種々の公知の分散手段を採用することができ、例え
ば、ボールミル、サンドミル、アトライター、ロールミル、ジェットミル、ホモジナイザ
ー、ペイントシェーカー、ニーダー、アジテータ、ヘンシェルミキサー、コロイドミル、
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超音波ホモジナイザー、パールミル、湿式ジェットミル、ビーズミルなどの分散装置を好
適に使用することができる。これらの中でも、ボールやビーズ等を使用するメディア分散
装置を使用することがより好ましく、ビーズミル分散装置を使用することが更に好ましい
。
【００６８】
　工程（４）の再分散工程とは、顔料インクジェット記録用インクの製造工程を構成する
１つの工程であり、あらかじめ最終製品の顔料濃度よりも高い濃度で用意した顔料濃度の
顔料分散物（「ミルベース」、「コンクインク」などともいう。）を、最終製品の顔料濃
度まで希釈する工程を言う。通常は、ミルベースを製造してから、数時間から数ヶ月保管
してから、希釈、すなわち再分散を実施するため、ある程度のシェア（力）を与え、更に
、時間をかけて撹拌する必要がある。もし、撹拌のシェアが不足したり、時間が不十分で
あったりする場合は、保管期間中に構造化した顔料凝集物を完全に解すこと、すなわち、
再分散することができず、粗大粒子の濃度が増加する。この場合、吐出不良やろ過不良な
どの問題を引き起こす。なお、撹拌する手段としては、工程（１）及び工程（２）と同じ
手段を用いることが好ましい。
【００６９】
４．インクジェット記録方法、インクジェット記録装置及び印刷物
　本発明のインクジェット記録方法は、本発明のインクジェット記録用インク組成物をイ
ンクジェット記録用として被記録媒体（支持体、記録材料等）上に吐出し、被記録媒体上
に吐出されたインクジェット記録用インク組成物に活性エネルギー線を照射し、インクジ
ェット記録用インク組成物を硬化して画像を形成する方法である。
【００７０】
　より具体的には、本発明のインクジェット記録方法は、（ａ1）被記録媒体上に、本発
明のインクジェット記録用インク組成物を吐出する工程、及び、（ｂ1）吐出されたイン
クジェット記録用インク組成物に活性エネルギー線を照射してインクジェット記録用イン
ク組成物を硬化する工程、を含むことが好ましい。
　本発明のインクジェット記録方法は、上記（ａ1）及び（ｂ1）工程を含むことにより、
被記録媒体上において硬化したインクジェット記録用インク組成物により画像が形成され
る。
　また、本発明の印刷物は、本発明のインクジェット記録方法によって記録された印刷物
である。
【００７１】
　本発明のインクジェット記録方法における（ａ1）工程には、以下に詳述するインクジ
ェット記録装置が用いることができる。
【００７２】
（インクジェット記録装置）
　本発明のインクジェット記録方法に用いることができるインクジェット記録装置として
は、特に制限はなく、目的とする解像度を達成し得る公知のインクジェット記録装置を任
意に選択して使用することができる。すなわち、市販品を含む公知のインクジェット記録
装置であれば、いずれも、本発明のインクジェット記録方法の（ａ1）工程における被記
録媒体へのインク組成物の吐出を実施することができる。
【００７３】
　本発明で用いることができるインクジェット記録装置としては、例えば、インク供給系
、温度センサー、活性エネルギー線源を含む装置が挙げられる。
　インク供給系は、例えば、本発明のインク組成物を含む元タンク、供給配管、インクジ
ェットヘッド直前のインク供給タンク、フィルター、ピエゾ型のインクジェットヘッドか
らなる。ピエゾ型のインクジェットヘッドは、好ましくは１～１００ｐｌ、より好ましく
は８～３０ｐｌのマルチサイズドットを、好ましくは３２０×３２０～４，０００×４，
０００ｄｐｉ、より好ましくは４００×４００～１，６００×１，６００ｄｐｉ、更に好
ましくは７２０×７２０ｄｐｉの解像度で吐出できるよう駆動することができる。なお、
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本発明でいうｄｐｉとは、２．５４ｃｍ当たりのドット数を表す。
【００７４】
　本発明のインク組成物は、吐出されるインク組成物を一定温度にすることが好ましいこ
とから、インクジェット記録装置には、インク組成物温度の安定化手段を備えることが好
ましい。一定温度にする部位はインクタンク（中間タンクがある場合は中間タンク）から
ノズル射出面までの配管系、部材の全てが対象となる。すなわち、インク供給タンクから
インクジェットヘッド部分までは、断熱及び加温を行うことができる。
　温度コントロールの方法としては、特に制約はないが、例えば、温度センサーを各配管
部位に複数設け、インク流量、環境温度に応じた加熱制御をすることが好ましい。温度セ
ンサーは、インク供給タンク及びインクジェットヘッドのノズル付近に設けることができ
る。また、加熱するヘッドユニットは、装置本体を外気からの温度の影響を受けないよう
、熱的に遮断若しくは断熱されていることが好ましい。加熱に要するプリンタ立上げ時間
を短縮するため、あるいは、熱エネルギーのロスを低減するために、他部位との断熱を行
うと共に、加熱ユニット全体の熱容量を小さくすることが好ましい。
【００７５】
　上記のインクジェット記録装置を用いて、本発明のインク組成物の吐出は、インク組成
物を、好ましくは２５～８０℃、より好ましくは２５～５０℃に加熱して、インク組成物
の粘度を、好ましくは３～１５ｍＰａ・ｓ、より好ましくは３～１３ｍＰａ・ｓに下げた
後に行うことが好ましい。特に、本発明のインク組成物として、２５℃におけるインク粘
度が５０ｍＰａ・ｓ以下であるものを用いると、良好に吐出が行えるので好ましい。この
方法を用いることにより、高い吐出安定性を実現することができる。
　本発明のインク組成物のような放射線硬化型インクジェット記録用インク組成物は、概
して通常インクジェット記録において使用される水性インク組成物より粘度が高いため、
吐出時の温度変動による粘度変動が大きい。インク組成物の粘度変動は、液滴サイズの変
化及び液滴吐出速度の変化に対して大きな影響を与え、ひいては画質劣化を引き起こす。
したがって、吐出時のインク組成物の温度はできるだけ一定に保つことが必要である。よ
って、本発明において、インク組成物の温度の制御幅は、好ましくは設定温度の±５℃、
より好ましくは設定温度の±２℃、更に好ましくは設定温度±１℃とすることが適当であ
る。
【００７６】
　次に、（ｂ1）吐出されたインク組成物に活性エネルギー線を照射して、前記インク組
成物を硬化する工程について説明する。
　被記録媒体上に吐出されたインク組成物は、活性エネルギー線を照射することによって
硬化する。これは、本発明のインク組成物に含まれるラジカル重合開始剤が活性エネルギ
ー線の照射により分解して、ラジカルや酸などの重合開始種を発生し、その開始種の機能
に重合性化合物の重合反応が、生起、促進されるためである。このとき、インク組成物に
おいて重合開始剤と共に増感剤が存在すると、系中の増感剤が活性エネルギー線を吸収し
て励起状態となり、重合開始剤と接触することによって重合開始剤の分解を促進させ、よ
り高感度の硬化反応を達成させることができる。
【００７７】
　ここで、使用される活性エネルギー線は、α線、γ線、電子線、Ｘ線、紫外線、可視光
又は赤外光などが使用され得る。活性エネルギー線のピーク波長は、増感剤の吸収特性に
もよるが、例えば、２００～６００ｎｍであることが好ましく、３００～４５０ｎｍであ
ることがより好ましく、３２０～４２０ｎｍであることが更に好ましく、活性エネルギー
線が、ピーク波長が３４０～４００ｎｍの範囲の紫外線であることが特に好ましい。
【００７８】
　また、本発明のインク組成物の、重合開始系は、低出力の活性エネルギー線であっても
十分な感度を有するものである。したがって、露光面照度が、好ましくは１０～４，００
０ｍＷ／ｃｍ2、より好ましくは２０～２，５００ｍＷ／ｃｍ2で硬化させることが適当で
ある。
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【００７９】
　活性エネルギー線源としては、水銀ランプやガス・固体レーザ等が主に利用されており
、紫外線光硬化型インクジェット記録用インク組成物の硬化に使用される光源としては、
水銀ランプ、メタルハライドランプが広く知られている。しかしながら、現在環境保護の
観点から水銀フリー化が強く望まれており、ＧａＮ系半導体紫外発光デバイスへの置き換
えは産業的、環境的にも非常に有用である。更に、ＬＥＤ（ＵＶ－ＬＥＤ）、ＬＤ（ＵＶ
－ＬＤ）は小型、高寿命、高効率、低コストであり、光硬化型インクジェット用光源とし
て期待されている。
　また、発光ダイオード（ＬＥＤ）及びレーザーダイオード（ＬＤ）を活性エネルギー線
源として用いることが可能である。特に、紫外線源を要する場合、紫外ＬＥＤ及び紫外Ｌ
Ｄを使用することができる。例えば、日亜化学（株）は、主放出スペクトルが３６５ｎｍ
と４２０ｎｍとの間の波長を有する紫色ＬＥＤを上市している。更に一層短い波長が必要
とされる場合、米国特許第６，０８４，２５０号明細書は、３００ｎｍと３７０ｎｍとの
間に中心付けされた活性エネルギー線を放出し得るＬＥＤを開示している。また、他の紫
外ＬＥＤも、入手可能であり、異なる紫外線帯域の放射を照射することができる。本発明
で特に好ましい活性エネルギー線源はＵＶ－ＬＥＤであり、特に好ましくは３４０～４０
０ｎｍにピーク波長を有するＵＶ－ＬＥＤである。
　なお、ＬＥＤの被記録媒体上での最高照度は１０～２，０００ｍＷ／ｃｍ2であること
が好ましく、２０～１，０００ｍＷ／ｃｍ2であることがより好ましく、５０～８００ｍ
Ｗ／ｃｍ2であることが特に好ましい。
【００８０】
　本発明のインク組成物は、このような活性エネルギー線に、好ましくは０．０１～１２
０秒、より好ましくは０．１～９０秒照射されることが適当である。
　活性エネルギー線の照射条件並びに基本的な照射方法は、特開昭６０－１３２７６７号
公報に開示されている。具体的には、インク組成物の吐出装置を含むヘッドユニットの両
側に光源を設け、いわゆるシャトル方式でヘッドユニットと光源を走査することによって
行われる。活性エネルギー線の照射は、インク組成物の着弾後、一定時間（好ましくは０
．０１～０．５秒、より好ましくは０．０１～０．３秒、更に好ましくは０．０１～０．
１５秒）をおいて行われることになる。このようにインク組成物の着弾から照射までの時
間を極短時間に制御することにより、被記録媒体に着弾したインク組成物が硬化前に滲む
ことを防止するこが可能となる。また、多孔質な被記録媒体に対しても光源の届かない深
部までインク組成物が浸透する前に露光することができるため、未反応モノマーの残留を
抑えることができるので好ましい。
　更に、駆動を伴わない別光源によって硬化を完了させてもよい。国際公開第９９／５４
４１５号パンフレットでは、照射方法として、光ファイバーを用いた方法やコリメートさ
れた光源をヘッドユニット側面に設けた鏡面に当て、記録部へＵＶ光を照射する方法が開
示されており、このような硬化方法もまた、本発明のインクジェット記録方法に適用する
ことができる。
【００８１】
　上述したようなインクジェット記録方法を採用することにより、表面の濡れ性が異なる
様々な被記録媒体に対しても、着弾したインク組成物のドット径を一定に保つことができ
、画質が向上する。なお、カラー画像を得るためには、明度の高い色から順に重ねていく
ことが好ましい。明度の高いインク組成物から順に重ねることにより、下部のインク組成
物まで照射線が到達しやすくなり、良好な硬化感度、残留モノマーの低減、密着性の向上
が期待できる。また、照射は、全色を吐出してまとめて露光することが可能だが、１色毎
に露光するほうが、硬化促進の観点で好ましい。
　このようにして、本発明のインク組成物は、活性エネルギー線の照射により高感度で硬
化することで、被記録媒体表面に画像を形成することができる。
【００８２】
　本発明のインク組成物は、複数のインクジェット記録用インク組成物からなるインクセ
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　本発明のインクジェット記録方法において、吐出する各着色インク組成物の順番は、特
に限定されるわけではないが、明度の高い着色インク組成物から被記録媒体に付与するこ
とが好ましく、イエロー、シアン、マゼンタ、ブラック（本発明のインク組成物）を使用
する場合には、イエロー→シアン→マゼンタ→ブラック（本発明のインク組成物）の順で
被記録媒体上に付与することが好ましい。また、これにホワイトを加えて使用する場合に
はホワイト→イエロー→シアン→マゼンタ→ブラック（本発明のインク組成物）の順で被
記録媒体上に付与することが好ましい。更に、本発明はこれに限定されず、イエロー、ラ
イトシアン、ライトマゼンタ、シアン、マゼンタ、ブラック（本発明のインク組成物）、
ホワイトのインク組成物との計７色が少なくとも含まれるインクセットを好ましく使用す
ることもでき、その場合には、ホワイト→ライトシアン→ライトマゼンタ→イエロー→シ
アン→マゼンタ→ブラック（本発明のインク組成物）の順で被記録媒体上に付与すること
が好ましい。
【００８３】
　本発明において、被記録媒体としては、特に限定されず、支持体や記録材料として公知
の被記録媒体を使用することができる。例えば、紙、プラスチック（例えば、ポリエチレ
ン、ポリプロピレン、ポリスチレン等）がラミネートされた紙、金属板（例えば、アルミ
ニウム、亜鉛、銅等）、プラスチックフィルム（例えば、二酢酸セルロース、三酢酸セル
ロース、プロピオン酸セルロース、酪酸セルロース、酢酸酪酸セルロース、硝酸セルロー
ス、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレン、ポリスチレン、ポリプロピレン、ポリ
カーボネート、ポリビニルアセタール等）、上述した金属がラミネートされ又は蒸着され
た紙又はプラスチックフィルム等が挙げられる。また、本発明における被記録媒体として
、非吸収性被記録媒体を好適に使用することができる。
【実施例】
【００８４】
　以下に実施例及び比較例を示し、本発明をより具体的に説明する。ただし、本発明はこ
れらの実施例によって限定されるものではない。なお、以下の記載における「部」とは、
特に断りのない限り「重量部」を示すものとする。
【００８５】
（分散物Ｎｏ．１－１～１－３３、２－１～２－２４の作製）
　下記表に記載の組成のうち、顔料以外の成分６０部をＳＩＬＶＥＲＳＯＮ社製ミキサー
で撹拌し（１０～１５分、２，０００～３，０００回転／分）、均一な透明液（分散剤希
釈液）を得た。この透明液（分散剤希釈液）に顔料を加え、更にミキサーで撹拌し（１０
～２０分、２，０００～３，０００回転／分）、均一な予備分散液を得た。その後、ＥＩ
ＧＥＲ社製の循環型ビーズミル装置（Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ　Ｍｉｎｉ　Ｍｉｌｌ）を用
いて分散処理を実施した。分散条件は直径０．６５ｍｍのジルコニアビーズを１００部充
填し、周速を１５ｍ／ｓとし、分散時間は３０分で行った。なお、分散処理により、カー
ボンブラックの体積平均粒径が３００ｎｍ以下となっていることを、市販の粒径測定機（
レーザー回折／散乱式粒度分布測定装置　ＬＡ－９２０、（株）堀場製作所製）により確
認した。
　以上の操作により、顔料分散液である分散物Ｎｏ．１－１～１－３３、及び、２－１～
２－２４を得た。
【００８６】
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【表３】

【００８７】
【表４】

【００８８】
【表５】
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【００８９】
【表６】

【００９０】
【表７】

【００９１】
【表８】

【００９２】



(23) JP 5566979 B2 2014.8.6

10

20

30

【表９】

【００９３】
　使用した材料を以下に示す。
　なお、分散剤のアミン価は、以下のようにして測定した。
（分散剤のアミン価の測定）
　分散剤をメチルイソブチルケトンに溶解し、０．０１モル／Ｌ過塩素酸メチルイソブチ
ルケトン溶液で電位差滴定を行い、ＫＯＨｍｇ／ｇ換算したものをアミン価とした。電位
差滴定は平沼産業（株）製自動滴定装置ＣＯＭ－１５００を用いて測定した。
【００９４】
【表１０】

【００９５】
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【表１１】

【００９６】
　ＰＥＡ：ＳＲ３３９Ｃ、Ｓａｒｔｏｍｅｒ社製、フェノキシエチルアクリレート
　ＵＶ１２：ＦＬＯＲＳＴＡＢ　ＵＶ１２、Ｋｒｏｍａｃｈｅｍ社製、重合禁止剤
　Ｓｏｌ５０００：Ｓｏｌｓｐｅｒｓｅ５０００、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ社製、フタロシアニ
ンスルホン酸アンモニウム塩
　ＥＦＫＡ６７４５：Ｅｆｋａ６７４５，ＢＡＳＦ社製、フタロシアニンスルホン酸アン
モニウム塩、
【００９７】
（インクの作製）
　予め準備しておいた下記表に記載の希釈液Ａ～Ｆ（９１０部）に、作製した分散液１－
１～１－３３、２－１～２－２４（９０部）を添加、撹拌し（１０～２０分、２，０００
～３，０００回転／分）、均一なブラックインクを得た。なお、作製後のインクは、１．
５μｍのフィルター（ＰＲＯＦＩＬＥ　ＳＴＡＲ　ＰＡＬＬ社製）にてろ過処理を実施し
た。下記表の数値は、重量部を示す。
　以下の実施例において、作製したインクを表すインク記号は、分散物Ｎｏ．と希釈液の
組み合わせを示す。具体的には、例えばインク１－５Ａは、分散物１－５と、希釈液Ａを
混ぜ合わせて作製した。
【００９８】
【表１２】

【００９９】
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　上記の表で使用した成分は以下の通りである。
　ＮＶＣ：Ｎ－ビニルカプロラクタム（ＢＡＳＦ社製）
　ＣＴＦＡ：サイクリックトリメチロールプロパンフォルマルアクリレート（ＳＲ５３１
、Ｓａｒｔｏｍｅｒ社製）
　ＴＭＰＴＡ：トリメチロールプロパントリアクリレート（ＳＲ３５１、Ｓａｒｔｏｍｅ
ｒ社製）
　ＵＶ１２：ニトロソ系重合禁止剤（ＦＬＯＲＳＴＡＢ　ＵＶ－１２、Ｋｒｏｍａｃｈｅ
ｍ社製）
　ＣＮ９６４：ウレタンジアクリレートオリゴマー（ＣＮ９６４Ａ８５、Ｓａｒｔｏｍｅ
ｒ社製）
　Ｉｒｇ１８４：１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン（重合開始剤、ＩＲＧＡ
ＣＵＲＥ１８４、ＢＡＳＦ社製）
　Ｉｒｇ８１９：ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）フェニルホスフィンオキサ
イド、（重合禁止剤、ＩＲＧＡＣＵＲＥ８１９、ＢＡＳＦ社製）
　ＩＴＸ：２－イソプロピルチオキサントンと４－イソプロピルチオキサントンとの混合
物）（増感剤、ＳＰＥＥＤＣＵＲＥ　ＩＴＸ、Ｌａｍｂｓｏｎ社製）
【０１００】
（評価）
＜保存安定性の評価（アルミ蒸着プラスチックパウチ）＞
　１，０００ｍＬのインクをアルミ蒸着プラスチックパウチ（ＵＶｉｊｅｔ　ＫＩインク
シリーズ（ＫＩ００４、ＦｕｊｉＦｉｌｍＳｐｅｃｉａｌｉｔｙＩｎｋＳｙｔｅｍｓ社製
）に用いているインクパウチ）に充填した。充填前に、真空ポンプにてパウチ内を真空状
態にした上で、インクを充填することによって、パウチ内部の空気を最小限にした。イン
ク充填パウチを温度一定に設定した恒湿槽に２５日間保管し、粘度の変化率、ろ過タイム
よって保存安定性を評価した。なお、恒湿槽の温度は５０、５５、６０℃の条件で実施し
た。
【０１０１】
〔粘度安定性の評価〕
　初期の粘度と経時後の粘度をブルックフィールド型粘度計（デジタル粘度計　ＬＶＤＶ
－Ｉ＋　（Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ社））で測定した。なお、測定中の温度は２５℃になる
ように設定した。評価基準は下記の通りである。
　　Ａ：粘度増加率が１０％以内
　　Ｂ：粘度増加率が２０％以内
　　Ｃ：粘度増加率が３０％未満
　　Ｄ：粘度増加率が３０％以上
　なお、ここでは、５０℃では１０％以内（Ａ以上）、５５℃では２０％以内（Ｂ以上）
、６０℃では３０％未満（Ｃ以上）であることが実用上好ましい。
【０１０２】
〔ろ過性の評価〕
　経時後のインク５０ｍＬのろ過タイムを測定した。フィルターはポリプロピレン製ディ
スクフィルター（ＰＥＰＬＹＮ　ＰＬＵＳシリーズ（２５ｍｍ直径、７μｍ精度）、Ｐａ
ｒｋｅｒ社）を用いた。ろ過中の容器内の圧力は、４００ｍＢａｒ（４０ｋＰａ）になる
ように設定した。また、ろ過直前にインク温度が２５℃になるよう、恒温槽にインクを３
０分程度保管した。評価基準は以下の通りである。
　　○：５０ｍＬのろ過タイムが６分未満であった
　　×：５０ｍＬのろ過タイムが６分以上であった
　なお、ここでは、６０℃でのろ過タイムが６分未満（○であること）ことが特に好まし
く、５５℃でのろ過タイムが６分未満であることが実用上好ましい。
【０１０３】
＜密着性の評価＞
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　市販インクジェットプリンタ（ＬｕｘｅｌＪｅｔ　ＵＶ３５０ＧＴＷ、富士フイルム社
製）を用いてプリントサンプルを作製した。マゼンタ、シアン、イエローには、ＵＶｉｊ
ｅｔ　ＫＩインクシリーズ（ＫＩ８６７、ＫＩ２１５、ＫＩ０５２、ＦｕｊｉＦｉｌｍＳ
ｐｅｃｉａｌｉｔｙＩｎｋＳｙｔｅｍｓ社製）を用いた。ブラックインクは、前記の作製
したインクを充填した。基材としては、ＰＶＣ粘着基材（Ａｖｅｒｙ　ＭＰＩ　３５００
、Ａｂｅｒｙ社製）を用いた。１０ｃｍ×１０ｃｍ以上のブラック単色のベタ画像を作成
し、下記の基準に従い密着性を評価した。
　　０：ＪＩＳ　Ｋ５６００－５－６（ＩＳＯ２４０９）に基づいて０点
　　１：ＪＩＳ　Ｋ５６００－５－６（ＩＳＯ２４０９）に基づいて１点
　　２：ＪＩＳ　Ｋ５６００－５－６（ＩＳＯ２４０９）に基づいて２点
　　３：ＪＩＳ　Ｋ５６００－５－６（ＩＳＯ２４０９）に基づいて３点
　　４：ＪＩＳ　Ｋ５６００－５－６（ＩＳＯ２４０９）に基づいて４点
　　５：ＪＩＳ　Ｋ５６００－５－６（ＩＳＯ２４０９）に基づいて５点
　なお、ここでは、０～２であることが実用上好ましい。
【０１０４】
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【表１３】

【０１０５】
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【表１４】

　なお、上記及び以下の表において、インク１－８Ａ、１－１７Ａ、１－２６Ａ、１－１
７Ｂ、１－２６Ｂは参考例に読み替えるものとする。
【０１０６】
＜保存安定性の評価（ガラス製ねじ口瓶）＞
　９０ｍＬのブラックインクをガラス製のねじ口瓶（１００ｍＬ）に入れしっかりと蓋を
し、温度一定に設定した恒湿槽に２５日間保管し、粘度の変化率、ろ過タイムよって保存
安定性を評価した。なお、恒湿槽の温度は５０℃、５５℃、６０℃の条件で実施した。
【０１０７】
【表１５】
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